
日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

2018年11月1日 1

西日本新聞筑後八女地区エリア情報紙

発行　筑後八女地区　　西日本新聞エリアセンター

企画　イースタンコミュニケーションズ

印刷　株式会社 東兄弟　TEL 0943-24-2111

　　　八女市祈祷院５６３　〒834-0025

　　　H P : w w w . d c i t y - y a m e . c o m

　　　E-ma i l   h i gash i ke i te i@tea .ocn .ne . jp

ワンランク上の暮らしを考える人の情報紙 日 月 火 水 木 金 土

クラッシーのバックナンバーがインターネットでご覧に

なれます。「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索
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■
筑
後
俳
句
会
　

敬
老
日
蘇
鉄
大
樹
に
鉄
の
杖　
　
　
　

猪
田　

時
恵

秋
霖
や
腰
か
け
て
み
る
避
難
壕　
　
　

有
働　

国
子

新
盆
や
幼
き
子
等
の
靴
並
ぶ　
　
　
　

江
崎
か
を
り

炎
天
下
負
け
じ
と
咲
け
り
百
日
紅　
　

大
鶴
恵
美
子

白
球
に
涙
と
笑
顔
夏
終
る　
　
　
　
　

貝
田
チ
ヅ
ミ

爽
涼
や
子
を
見
せ
に
来
る
放
ち
馬　
　

城
戸　

真
子

九
頭
竜
川
鮎
つ
る
巧
ひ
か
り
合
ふ　
　

下
川
チ
ト
ヱ

■
睦
　
会

風
の
脚
見
ゆ
る
田
面
や
豊
の
秋　
　
　

伊
藤　

幸
子

秋
風
や
庭
石
に
掛
け
老
い
思
ふ　
　
　

大
坪　

栄
子

名
月
や
叢
雲
か
か
る
夜
の
景　
　
　
　

城
戸　

和
子

秋
と
も
し
母
の
旅
立
ち
白
寿
前　
　
　

松
尾　

貞
義

秋
桜
遺
影
の
笑
み
に
笑
み
か
へ
し　
　

太
田
眞
紗
子

じ
ゃ
ん
け
ん
の
パ
ー
出
す
母
や
秋
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾　

美
喜

平
成
の
名
残
り
の
稲
を
刈
り
た
ま
ふ　

穴
見
ミ
キ
ヱ

■
上
陽
町
　
陽
泉
俳
句
会

濃
き
ま
で
に
誰
が
飲
ま
せ
し
か
酔
芙
蓉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
泉　

守
峰

厄
介
な
葛
も
匂
へ
ば
見
上
げ
ら
れ　
　

城
後　

正
子

雨
な
ら
ぬ
葉
ず
れ
の
音
や
夜
の
秋　
　

荒
川
ミ
ヤ
子

雨
だ
れ
を
受
け
止
め
て
ゐ
る
栗
の
毬　

大
坪　

清
香

背
を
か
す
む
と
ん
ぼ
と
風
と
群
す
ず
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
ノ
下
和
代

参
る
人
な
き
か
こ
の
墓
秋
彼
岸　
　
　

大
坪　

延
子

人
住
ま
ぬ
庭
に
盛
り
の
白
木
槿　
　
　

中
村　

境
子

■
紫
苑
句
会

大
墳
の
空
を
広
し
と
秋
津
群
る　
　
　

井
上
ト
シ
子

学
童
の
声
な
き
校
舎
木
の
葉
散
る　
　

田
中
サ
ト
リ

鶏
頭
の
朱
の
絵
の
具
の
ま
ゝ
な
ら
ず　

牛
島　

景
子

夢
二
展
横
へ
横
へ
と
愁
思
か
な　
　
　

堤　

多
鶴
子

ふ
る
さ
と
の
秋
果
子
ら
へ
と
荷
を
結
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
原
篤
子

鶏
頭
の
咲
き
誇
る
庭
友
来
る　
　
　
　

松
延
み
さ
と

蝉
し
ぐ
れ
目
覚
め
い
い
夢
だ
っ
た
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

正
美

■
黒
木
町
　
く
す
の
実
句
会

相
聞
の
ご
と
詠
み
た
か
り
秋
す
み
れ　

吉
泉　

守
峰

花
火
消
え
火
星
の
空
と
な
り
に
け
り　

寺
田　

睦
子

旅
装
解
き
ほ
っ
と
一
息
星
月
夜　
　
　

松
尾
満
留
美

一
年
を
過
ぎ
し
休
み
田
芒
畑　
　
　
　

野
崎
万
智
子

紅
淡
く
引
い
て
涼
し
く
ほ
ほ
へ
め
り　

青
木　

早
弓

雷
鳴
や
匍
匐
前
進
老
の
猫　
　
　
　
　

松
尾
ア
サ
子

2
25 日
先負

なんでも人権相談所
（八女市社会福祉会館）

9
2 日
大安

16
9 日
赤口

定例法律相談会（要予約）
10：00〜12：00

（八女商工会議所）☎22-5161

23
16 日
先勝

道の駅たちばな
秋の大収穫祭
〜 25 日

30
23 日
友引

3
26 日
仏滅

川の駅恋ぼたる
秋の収穫祭
〜 4 日

10
3 日
赤口

絣の里巡り in 筑後
    （〜11日  筑後市北西地区）

17
10 日
先勝

人生史サークル黄櫨の会
1：30 〜　　　　（福祉会館）
べんがら村
秋の収穫祭 〜 18 日㈰

24
17 日
友引

8
10月 1日

仏滅

1
9月24日

友引

15
三りんぼう

大安

無料弁護士法律相談
13：30〜（八女民主商工会）
要予約☎24-2727

22
小雪
赤口

29
22 日
先勝

7
立冬
友引

八女総合美術展
（書道）〜10日

（八女文化会館）
（写真）〜10日

（おりなす八女研修棟）

14
7 日
仏滅

なんでも人権相談所
（筑後市中央公民館）

21
14 日
大安

28
21 日
赤口

6
29 日
先勝

八女総合美術展
（美術）〜10日

（岩戸山歴史文化交流館）
（水墨）〜10日

（おりなす八女交流棟）

13
6 日
先負

20
13 日
仏滅

27
三りんぼう

大安

お風呂の日（特典あります）
（べんがら村）

5
28 日
赤口

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

12
5 日
友引

新聞休刊日

19
12 日
先負

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

26
19 日
仏滅

お風呂の日（特典あります）
（グリーンピア八女）（公園の宿）
（温泉館きらら）

4
27 日
大安

18
11 日
友引

黒木町森林ウォーク
（八女歩こう会）

福岡駅伝大会
（筑後広域公園）

市民文化祭 （サンコア）

11
4 日
先勝

八女軽トラ市9：00〜12：00
（八女観光物産館駐車場）

八女筑後看護専門学校看護科
入学試験（推薦・一般前期）
環境フェスタ（サザンクス筑後）

25
18 日
先負

八女軽トラ市9：00〜12：00
（八女観光物産館駐車場）

12

vol.252　

11NOV

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸

23/30 24/31

文化の日

勤労感謝の日

筑後市立図書館11月の案内
 ７日（水）・21日（水）
　特別講座
　・相続や遺言について
　・遺言の事例
25日（日）
　ゆっくり読書タイム
 27日・28日・29日
　ちっごライブラリアン養成講座
　詳細は、☎0942-51-7200へ

▪藤原道山× SINSKE 公演　花− Flowers −
　尺八とマリンバによる世界最小オーケストラ
　日時　12 月 9 日（日）15：00 開演
　会場　おりなす八女

ペア３組６名様へプレゼント
ご希望の方は氏名 ･ 住所 ･TEL･ 藤原道山と明記
の上（株）東兄弟へハガキで応募ください。11
月 10 日締め切り｡ 応募多数の時は抽選によりま
す。招待券の発送をもって発表とします。
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

夕暮れ時や夜間に歩行者が道路横断中に死亡する
交通事故が発生しています。
歩行者の皆さん！
外出するときは、
　　　明るい服装や反射材を活用しましょう！！

駐車場内での交通事故多発！！
八女警察署からのお知らせです。  
八女警察署管内での物件事故全体
に占める駐車場内事故の割合が
３割を超えている状況です。
事故防止のため、
駐車所では
『バック駐車』
を徹底しましょう！

　

太
陽
と
語
り
尽
く
し
真
っ
赤
に
熟

し
た
柿
。
熟
す
る
の
を
待
ち
切
れ
ず

食
べ
て
い
た
子
供
の
頃
を
思
い
出
す
。

　

柿
で
飢
え
を
凌
い
だ
こ
と
も
あ
る

昭
和
一
桁
族
に
と
っ
て
柿
を
食
べ
る

と
昭
和
を
語
り
た
く
な
り
ま
す
。

　
苦
し
か
っ
た
は
ず
の
昭
和
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
懐
か
し
い

八
女
川
柳
会　

安
達
　
昇

今
月
の
川
柳

茜あ
か
ね

　
色い

ろ

今
月
の
色

視
覚
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

「
和
の
色
の
も
の
が
た
り
」

よ
り

　

お
馴
染
み
、
任
天
堂
の
花
札
。
子
ど
も
の
頃
親
の

目
を
盗
ん
で
よ
く
遊
び
ま
し
た
。
11
月
の
札
は
柳
に

小
野
道
風
で
す
。
11
月
に「
柳
と
蛙
」の
組
み
合
わ
せ
。

柳
の
花
は
春
。
蛙
は
夏
。
11
月
は
冬
眠
中
。
い
つ
も

不
思
議
に
思
っ
て
い
た
。

　

雨
の
中
一
匹
の
蛙
が
垂
れ
下
が
っ
た
柳
に
飛
び
つ

こ
う
と
す
る
蛙
を
小
野
道
風
が
傘
を
さ
し
て
見
て
い

る
。

　

何
事
も
諦
め
ず
に
努
力
す
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む

こ
と
が
出
来
る
ん
だ
と
、
大
人
は
手
慰
み
を
楽
し
み

つ
つ
子
ど
も
に
講
釈
を
た
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
あ
か
ね
」
の
語
源
は
山
野
に
自
生
し
て

い
た
蔓
草
の
赤
い
根
。「
あ
か
ね
さ
す
」

と
い
え
ば
、
日
の
光
で
赤
く
色
づ
く
様

子
の
形
容
で
あ
り
、
紫
に
か
か
る
枕
詞

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

筑後市西牟田

宇美　拓哉

　

留
学
先
の
カ
ナ

ダ
よ
り
帰
国
後
、

福
岡
を
中
心
に
画

家
と
し
て
活
動
し

な
が
ら
筑
後
市
、

近
隣
市
の
文
化
施

設
で
絵
画
教

室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

作
品
に
お
い

て
は
、
水
彩

画
の
柔
ら
か

さ
と
ア
ク
リ

ル
画
の
力
強

さ
と
の
両
輪

で
、
独
自
性

あ
る
作
風
を

意
識
し
て
取

り
組
ん
で
い

ま
す
。

  

教
師
道み

ち　
　

⑧
森
下
　
計
二

　

私
は
、
保
護
者
に
も
書
い
て
も
ら
い

ま
し
た
。
学
級
の
子
ど
も
た
ち
を
い
く

つ
か
の
班
に
分
け
て
、
そ
の
各
子
ど
も

た
ち
の
親
に
も
日
毎
に
、
一
冊
の
ノ
ー

ト
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　

書
い
て
も
ら
う
の
は
、
子
ど
も
の
こ

と
な
ら
な
ん
で
も
構
わ
な
い
。
気
が
つ

い
た
こ
と
、
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
悩

み
、
忙
し
く
て
子
の
面
倒
を
よ
く
み
ら

れ
な
い
…
な
ど
い
ろ
い
ろ
を
書
い
て
も

ら
い
ま
す
。
担
任
の
私
へ
の
注
文
も
、

も
ち
ろ
ん
あ
り
で
す
。

　

ノ
ー
ト
が
自
分
の
番
に
な
っ
た
ら
、

ま
ず
、
前
の
人
た
ち
の
分
を
読
ん
で
か

ら
書
き
ま
す
。
感
想
や
意
見
を
書
い
て

も
い
い
し
、
書
か
な
く
て
も
い
い
。
忙

し
く
て
書
け
な
い
時
は
「
読
み
ま
し

た
」
と
サ
イ
ン
だ
け
で
も
い
い
。
そ
し

て
、
必
ず
次
の
日
に
子
ど
も
に
持
た
せ

ま
す
。

　

私
は
、
そ
の
ノ
ー
ト
に
も
目
を
通
し
、

短
い
コ
メ
ン
ト
を
書
き
、
次
の
子
に
回

し
ま
す
。

　
「
み
ん
な
に
無
視
さ
れ
た
り
、
い
じ

わ
る
を
さ
れ
た
り
す
る
と
泣
い
て
い
ま

す
」
と
、
お
母
さ
ん
が
ノ
ー
ト
に
書
い

て
く
れ
た
こ
と
で
、
い
じ
め
を
解
決
し

た
こ
と
も
、
一
度
や
二
度
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
家
の
、
ま
る
で
コ
ン
ト
の
よ
う

な
笑
い
話
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
明
る
さ
が
こ
の
ノ
ー
ト
の

「
役
割
」
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

学
級
の
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で
な

く
、
そ
の
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
が

風
通
し
よ
く
て
、

仲
良
く
、
ま
と

ま
っ
て
い
る
こ
と

は
、
元
気
で
明
る

い
学
級
の
要
な
の

で
す
。

第 39 回八女茶で健康
楽しいお茶つくり講座を開催

～筑後広域公園体験エリアでの消費者交流事業～
　去る 10 月 7 日筑後市の「福岡県
営　筑後広域公園」内の体育館で、
茶の生葉からお茶を作り、急須で飲
むイベントが開催されました。
　このイベントは、第 1 回「冷茶
の 作 り 方、 飲 み 方 」（8 月 26 日 ）
に続き、第 2 回として行われたも
ので、公園の指定管理者である「筑
後広域公園振興事業団」が企画し、
仁田原がメイン講師を務めました。
　 こ の 講 座 で は、 公 園 内 茶 園 で
摘採した茶葉 75 ｇを電子レンジ

（750w）で１分間チンし、ホット
プレ－トを利用し、飲める状態まで揉みながら乾かすのですが、参加者は手
際よく挑戦され、とてもおいしいお茶となりました。
　筑後広域公園は、九州新幹線「筑後船小屋駅」の東西 4km にあり、総面積
192.6ha は、福岡市の大濠公園の約 5 倍と福岡県内で最大の規模です。
　筑後船小屋駅と矢部川の間に、お茶園が 1.8ha あり、今年の 4 月に体験エ
リアとしてオ－プンし、側道では来場者が散策されています。
　次回は、12 月 23 日（日）で「いろいろなお茶の飲み比べ」が計画されて
います。毎回講師や内容が変わり楽しいイベントになります。参加希望の方
は下記へ申し込みください。
　筑後市大字津島 831-1
　福岡県営　筑後広域公園管理事務所（体育館内）
　TEL　0942-53-4600　FAX　0942-53-3503

福岡県茶生産組合連合会　事務局長　仁田原　寿一

矢部川源流・杣の里の四季  �
ナギナタコウジュ（薙刀香薷）[シソ科/属]

　この花の様子が、薙刀（な
ぎなた）のように見えること
から、ナギナタコウジュと呼
ばれ、日当たりの良い山地に
自生している。
花期は９〜 10 月。
　陰干しして乾燥
させたものは香薷

（こうじゅ）とい
う 生 薬 で、 腹 痛、
解熱、発汗、利尿
などの薬効がある
とされている。全
草に強い香りがあ
り、花言葉は「匂
い立つ魅力」。
　　黒木町

　松尾　重根

こんにちは。
八女警察署です。

�

「雨の兆し」

筑後広域公園茶園
九州新幹線
筑後船小屋駅が見える

ホットプレートで
　　茶葉を乾かす
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八女農祭のご案内　　　　八女農業高等学校
　本年度は「豊咲祭〜思いを繋ぐおもてなし〜」
というテーマで下記の通り開催します。

日時：11 月 11 日（日）10 時～ 14 時
会場：八女市本町 2-160　本校・北山農場

　生徒たちが、日頃の学習成果を発表する年に
１度の貴重なイベントです。お越しいただく皆
様を、心を込めたおもてなしでお迎えします。
八女農祭の会場は本校と北山農場の２か所に分
かれており、本校では、模擬店、販売コーナー、
参加体験や展示が設けられます。販売コーナー
では、生産技術科の生徒が摘んだ茶葉を使用し
たペットボトル茶の販売やシステム園芸科の生
徒が栽培した草花・野菜苗などの農産物の販売
が行われます。生活科学科の参加体験では多く
の笑顔あふれる体験を用意しています。北山農場では、生物利用科の生
徒が飼育している動物たちとのふれあい広場や乗馬体験などが行われま
す。北山農場への移動は、本校からシャトルバスを利用してください。
　他にも、茶道部やボランティア部などのによる展示コーナーなども設
けています。皆様お誘い合わせのご来場ください。　
11月の校内販売所（八女農みらい館）の開館日
２日（金）、６日（火）、16日（金）、20日（火）、27日（火）、30日（金）
販売時間は、10時30分〜15時30分です。
皆様のお越しをお待ちしています。

呟き

五
十
八
歳
三
ケ
月

　
　
　

誕
生
日
を
迎
え
た
七
月
、

通
院
中
の
大
学
病
院
の
受
診
票
に

「
五
十
八
歳
０ぜ

ろ

ヶ
月
」
と
書
か
れ

て
い
た
。
馴
染
の
看
護
師
さ
ん
か

ら
の
「
誕
生
日
お
め
で
と
う
」
の

言
葉
が
こ
の
歳
に
な
っ
て
も
嬉
し

か
っ
た
。
場
所
が
病
院
だ
っ
た
か

ら
か
も
知
れ
な
い
が
、
月
数
単
位

の
「
箇か

月げ
つ

」
で
数
え
ら
れ
る
程
の
、

人
の
命
の
尊
さ
を
再
認
識
し
た
瞬

間
だ
っ
た
。

　

孫
の
咲さ

ら良
は
現
在
生
後
六
ヶ

月
。
よ
く
笑
い
、
よ
く
泣
き
、
よ

く
声
を
発
す
る
。
く
る
く
る
と
寝

返
り
が
上
手
に
な
り
、
離
乳
食
も

始
ま
っ
た
。
一
ヶ
月
、
二
ヶ
月
、

百も
も

日か

と
一
日
刻
み
、
一
ヶ
月
刻
み

で
目
を
見
張
る
成
長
を
続
け
る
生

ま
れ
た
て
の
命
。
そ
の
成
長
の
時

間
は
大
切
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い

る
。

　

白
寿
ま
で
生
き
た
知
人
の
男
性

が
、
人
に
年
齢
を
問
わ
れ
る
度
に

「
現
在
九
十
八
歳
と
七
ヶ
月
で
す
」

と
答
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
聞

い
た
最
初
の
頃
に
「
赤
ち
ゃ
ん
で

は
あ
る
ま
い
し
、
な
ん
で
こ
の
歳

に
な
っ
て
何
ヶ
月
ま
で
言
う
の
だ

ろ
う
」
と
不
可
解
に
感
じ
て
い
た

こ
と
が
、
少
し
ず
つ
解
っ
て
き
た

よ
う
に
思
う
。
生
き
る
こ
と
に
忠

実
で
ひ
た
む
き
で
、
ま
る
で
命
を

惜
し
む
よ
う
に
ご
自
身
の
道
を
歩

ん
で
お
ら
れ
た
日
々
だ
っ
た
か
ら

だ
。
生
き
て
い
る
残
り
の
時
間
は
、

静
か
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
秋
、
髪
を
短
く
切
っ
た
私

に
「
お
若
い
で
す
ね
。
お
い
く
つ

に
な
ら
れ
ま
し
た
か
」
と
御
世
辞

を
言
う
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
店
員
さ

ん
。「
五
十
八
歳
三
ヶ
月
よ
」
と

の
私
の
声
に
、
思
わ
ず
失
笑
し
て

い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

蓉
子

● 心因性頭痛 
　頭痛でよく見られるタイプに心因性のも
のがありますが、その実態は医学的にもよ
く把握されてはいません。
　それというのも特に脳や血管などに悪い
ところはなく、精神的な理由、すなわち気
持ちのもちようで起きてくる頭痛だからで
す。例えば、仕事や家庭での心配事、不安、
さらには欲求不満、他人への嫉妬や苛立ち、
といったことが原因となって、この「心因性頭痛」は起きるのです。
　この一番簡単な例は、困ったことが起きたときなどに「頭が痛いよぉ
…」と呟く人で、これが高じると本物の心因性の頭痛に進んでいきます。
　当然のことながら、この頭痛は人によってさまざまで、大した心配事
もないのに深刻に考えすぎてしまって頭が痛くなる人もいるし、かなり
重大なことであるにも関わらず、あまり気にかけずケロリとしている人
もいます。
　このあたりのことは個人の性格や環境、さらには生い立ちなどにもよ
りますが、一般的に「心因性頭痛」にかかりやすい人は、神経質でクヨ
クヨと考えすぎる完全主義者に多いようです。
　かわりに陽気で明るく、大雑把でものごとを深く考え込まない楽天主
義者は、この種の頭痛にはかかりにくいとされています。
　いずれにせよ、原因が精神的なものだけに薬や注射をしても、一時的
な効果しかなく、それより原因となっている不安や心配事を取り除くの
が先決です。
　しかし、多くの場合、それだけでは不十分で、さらに性格自体を変え
なければ、なかなか完全に治すことは難しいようです。
　この他、いまひとつ忘れてはならないものに仮病がありますが、もっ
とも仮病で頭が痛いと訴え、自分でもそう思い込もうとしているうちに、
本当に頭が痛くなることもあります。
　これも「心因性頭痛」の一種と考えられますが、この場合は、自分で
自分を病気に追い込んだようなものと言えます。“ 病は気から ” という
通り、頭痛を退治するにはまず健全な精神が必要で、このことはすべて
の健康の原点でもあります。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）

健康よもやま話　�

八女市本町

髙田　紀代子
　

年
齢
と
共
に
忘
れ
る
事
が
多
い
こ
の
頃
、
絵
手

紙
教
室
は
楽
し
み
で
す
。
病
気
の
後
遺
症
で
手
の

動
き
が
悪
く
な
り
ま
し
た
が
リ
ハ
ビ
リ
と
思
い
描

い
て
い
ま
す
。
お
陰
様
で
手
の
方
も
何
と
か
筆
を

動
か
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
と
会
っ
て
お
話
す
る
の
も
楽
し
み
に
教

室
に
来
て
い
ま

す
。
今
回
は「
金

木
犀
」
の
香
り

に
ひ
か
れ
て
描

い
て
み
ま
し
た
。

西
矢
原
町
の「
大

東
寺
」
に
て
毎

月
第
一
火
曜
、

午
後
一
時
三
十

分
よ
り
開
い
て

い
ま
す
。
ど
う

ぞ
見
学
で
も
結

構
で
す
、
お
出

か
け
下
さ
い
。

健康万歳  ㉞　　医者は病気を治せない
　直近、極端に平均寿命が伸びその結果多くの認知症と寝たきり老人ばか
りを作り出した。健康を守るのは医者ではなく自分自身であることの自覚
をしなければならない。それには生活習慣と生活環境の正しい常識を持つ
ことだ。日本一長寿県の長野県と日本一短命県の青森県の大きな違いは個
人がいかに健康に関心を持つか、それを支援する行政が健康認識を持ち政
策として打ち出すかで決る。
　日常の野菜摂取量を 1 日 350g は健康常識で、大腸がんの罹患率を下げ
るのは間違いないようだ。しかし毎日 350g の野菜を確実に取るのは難しく、
テレビに振り回されて「青汁」を飲む人も多いが疑問符がつく。
　生活習慣の悪玉に上げられる飲酒と喫煙習慣を計画的に改めた長野県と
喫煙率、飲酒率共に日本一の青森県では明確にその結果が出ている。
　最近は健康志向が強くテレビ「健康」番組、週刊誌の「健康」記事には
極めて関心が高いが間違った健康記事を鵜呑みにして、それが常識として
罷り通るようになるのは恐ろしい事だ。
　健診の普及は悪いことではない。確かに早期がんの発見は成果を挙げた。
だが生活習慣病の検査の結果が杜撰な事に首を傾げる。齢を取ると検査値
が上がるのは常識。正常値を 10 歳刻みで設定すれば話は判る。今のままで
は高齢者 2 人に 1 人は高血圧症。3 人に 1 人は高脂血症となる。
　検査結果を病院に持って行けば「取りあえず〇薬を飲んでみましょう」
と服薬を続けるうちにやがて本物の患者になりかねない。「暫く様子を見ま
しょう」と聞いて「暫くとはどれ程ですか」など尋ねる患者さんは先ずい
ない。正しい方向に導くのが医者の務めだ。
　薬も出さない医者は藪医者と決め付ける患者さんも多く「我が身も可愛
い」評判を落とすのは誰でも厭だ。
　高齢者には 5 剤以上の服薬はお勧めできない。風邪を引いても 3 〜 4 剤、
中には効果のない抗生剤まで貰ってくる。「健康相談料」で医者がメシを食
えるようにならないと健康世代は訪れない気がする。

林　栄一（立花町 ･ 医師）

川﨑病院「ミニ健康教室」
日時　11月24日（土）14：00〜
場所　川﨑病院5階第1会議室
演題　｢つまずき、転倒を予防しましょう！｣
講師　松山　直也(整形外科専門医)
指導　「転倒予防体操」江崎　広幸（理学療法士）
参加費　無料(要予約)　定員　40名
お申し込みは　0943-23-3005　野中

おりなす八女　11月イベント情報
17日（土）　UGE  第47回定期演奏会
　　　　　　　　　　　　　　　　18：30
18日（日）　Music  from  TOHO
　　　　　　　　　　　　　　　　15：00
24日（土）　八女ジュニア合唱団定演
　　　　　　　　　　　　　　　　18：00
29日（木）　プロムナードコンサート
　　　　　　　　　　　　　　　　19：00
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

■
ひ
ろ
か
わ
俳
句
会

肺
炎
の
痛
み
に
耐
え
て
月
を
見
る　
　

御
厨
と
み
子

頬
な
で
る
風
に
感
じ
る
今
朝
の
秋　
　

野
中　

勝
美

空
青
く
月
の
し
ず
く
や
星
一
つ　
　
　

結
束　

節
子

思
ひ
つ
つ
眺
む
る
月
は
母
の
顔　
　
　

青
木
佳
代
子

日
暮
る
や
杉
木
立
よ
り
月
出
づ
る　
　

酒
井　
　

司

窯
出
し
の
青
き
器
や
夕
月
夜　
　
　
　

原
口
あ
つ
美

ナ
ナ
フ
シ
を
枝
と
見
ま
が
ふ
月
明
り　

一
瀬
砂
智
子

満
月
と
遊
ん
で
ゆ
け
と
露
天
風
呂　
　

松
延　

朝
美

残
暑
ま
だ
病
ひ
も
ま
だ
か
夜
半
の
咳　

美
座　

時
朗

湯
の
里
は
濃
紫
色
後
の
月　
　
　
　
　

山
崎　

陽
子

■
立
花
町
　
立
花
俳
句
会

句
碑
祓
ふ
掌
の
右
左
涼
新
た　
　
　
　

吉
泉　

守
峰

秋
澄
み
て
賽
銭
の
音
の
響
き
か
な　
　

西
島
志
乃
芙

長
崎
の
世
界
遺
産
や
月
に
映
ゆ　
　
　

原　
　

宣
子

夏
の
海
跳
ね
飛
び
回
る
海
豚
か
な　
　

深
町　

和
子

稲
の
花
座
し
て
見
守
る
農
夫
か
な　
　

武
田　

行
夫

栗
お
強
客
を
も
て
な
す
通
夜
の
膳　
　

中
村
テ
ル
ヨ

三
歳
の
空
手
の
曽
孫
秋
を
蹴
る　
　
　

平
田　

清
香

■
立
花
短
歌
会

蜩
の
声
も
途
絶
え
た
夕
ぐ
れ
の
夏
の
な
ご
り
の
線
香

花
火　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
木　

敦
子

待
ち
わ
び
し
曼
珠
沙
華
の
花
が
咲
く
稲
穂
波
打
つ
畦

の
あ
ち
こ
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　
　

邦
子

何
処
い
っ
た
昭
和
の
賑
わ
い
人
の
波
八
女
の
土
橋
は

人
影
ま
ば
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
た
つ
じ

神
仏
に
祈
り
と
感
謝
を
さ
さ
げ
つ
つ
荒
波
越
え
て
さ

さ
ぐ
人
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

愛
子

電
線
に
勢
揃
い
し
た
ツ
バ
メ
た
ち
津
波
の
ご
と
く
南

へ
と
発
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

隆
治
郎

高
波
は
白
馬
駈
け
来
る
如
く
し
て
関
西
空
港
オ
ー

バ
ー
ヒ
ー
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
ミ
サ
キ

青
い
波
か
ら
黄
色
い
波
へ
と
色
変
え
て
稲
穂
は
波
う

つ
熟
期
に
入
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

泰
州

人
生
の
大
波
小
波
く
ぐ
り
抜
け
し
我
が
老
境
に
平
穏

の
あ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

睦
美

大
波
に
小
波
も
乗
り
越
え
幾
年
か
ひ
と
り
櫓
を
こ
ぐ

夕
凪
の
海　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　
　

精

い
ざ
出
港
カ
ツ
オ
船
団
の
枕
崎
し
じ
ま
破
り
て
白
波

切
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
中　

裕
政

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸

八女市津江

濱㟢　文江
　
「
花
を
た
く
さ
ん
描
き
な
さ
い
」

　

五
年
前
の
私
に
、
故
中
島
先
生
か
ら
頂
い
た
初
め
て

の
言
葉
で
す
。

　

四
季
折
々
を
彩
る
花
を
描
く
中
で
、
基
本
的
技
法
を

学
ぶ
こ
と
、
何
よ
り
も
楽
し
ん
で
描
く
こ
と
を
い
つ
も

笑
顔
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
は
人
と
人
と
の
出
会
い
と
別
れ
に
寄

り
添
う
花
。

清
楚
な
美
し
さ
、
凛
と
し

た
佇
ま
い
に
惹
か
れ
、
模

索
し
つ
つ
も
、
と
き
め
き

な
が
ら
描
き
ま
し
た
。

　

手
本
画
を
よ
く
見
て
、

そ
の
通
り
に
描
か
ず
と
も

資
料
収
集
し
、
構
図
と
濃

淡
の
配
置
を
考
え
自
分
の

描
き
た
い
絵
に
し
て
い

く
。
こ
の
安
達
先
生
の
熱

い
ご
指
導
と
楽
し
い
ク
ラ

ス
で
良
か
っ
た
ね
と
の
中

島
先
生
の
声
を
胸
に
励
み

ま
す
。

八女学院高等学校二年　小川泰平君の

　　坂本繁二郎先生の
　　『馬』模写画について

　ことしも 11 月 3 日 ( 文化の日 ) に坂本繁二郎
先生の画業を讃える『帰居祭』が催される。
　例年そのポスター原画の作製を私の画塾に任
される。

　ことしは八女学院高校二年の小川君に坂本先生昭和 11 年作の水彩画
『馬』の模写をしてもらった。
　小川君は久留米教室の小学生
以来の画塾生で、将来は自動車の
デザイナーになるのが夢という。
ときどき 20 キロ近く距離のある
自宅から、洒落た色のベスパを飛
ばして八女の画塾に通ってくる。
　映画『ローマの休日』のグレゴ
リーペックの乗り回すベスパの
話が通じる、趣味が豊で多感な良
き高校生である。
　画塾生最後の作品として、坂本
先生の水彩画の模写を指導した。

「坂本先生の作品の画面構成や色
彩の配置が小川君の将来の夢に
役に立つはず」と私は信じて彼の
大成を期待している。
　（杉山絵の教室　杉山亞土 )

野鳥ウォッチング �
アオジ

　アオジは、ホオジロ科の鳥
で、スズメより少し大きく、
高原の草原や林を代表する
歌い手と言われています。
　冬になると低地におりて
来て藪を住みかとし、「ジツ
･ ジツ」と鳴きます。

矢部村　栗原　浩暢

     イベントは 24 日・25 日 10 時～ 15 時

だんご汁無料配布・モノマネ歌謡ショー

玉子つかみ取り・ふれあい餅つき大会

他　楽しい日替り企画があります

筑後市船小屋

11/23 ▶ 25

11/3 ▶ 4

豪華景品多数　秋の大抽選会
樟の香り６周年記念コンサート
猿回し・大道芸など
楽しい日替りイベントがあります　


